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皆様の投稿を
  お待ちしております。

　
平
成
17
年
１
月
４
日
（
火
）
仕

事
始
め
の
午
前
９
時
よ
り
理
学
療

法
室
に
て
職
員
一
同
を
集
め
、
梶

浦
理
事
長
よ
り
、
新
年
に
あ
た
っ

て
の
訓
話
が
行
わ
れ
た
。

（
要
旨
は
次
の
通
り
で
す
）

理
事
長　

梶
浦
一
郎

　第２０号　　（８）

　
平
成
17
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
例
年
に
な
く
、

寒
い
お
正
月
で
し
た
。
年
末
か
ら
降
り

出
し
た
20
年
ぶ
り
と
か
の
大
雪
か
ら
新

年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
に
つ
い
て

は
、
今
さ
ら
申
す
ま
で
も
な
く
大
変
な

一
年
で
し
た
。
台
風
、
地
震
、
津
波
な

ど
の
天
災
は
勿
論
の
こ
と
、
戦
争
や
子

ど
も
を
巻
き
込
む
凶
悪
犯
罪
な
ど
は
、

年
々
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
流
れ
を
ど
こ
か
で
絶
ち
切
ら
な
い

と
、
我
が
国
が
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
、

子
ど
も
や
孫
た
ち
に
社
会
を
譲
っ
て
い

く
の
が
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。
戦
後
ち

ょ
う
ど
60
年
に
な
り
ま
す
が
、
古
い
も

の
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
で
、
い
い
も

の
を
ど
ん
ど
ん
捨
て
て
い
っ
た
、
そ
の

つ
け
が
今
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ

る
部
門
で
改
革
々
々
と
言
っ
て
お
り
ま

す
が
、
本
当
に
こ
の
改
革
が
う
ま
く
い

っ
た
と
し
て
も
、
い
い
世
の
中
に
な
る

の
に
は
百
年
ぐ
ら
い
か
か
る
の
で
は
な

し
か
も
慣
れ
な
い
言
葉
が
い
ろ
い
ろ
出

て
き
ま
す
の
で
、
完
全
に
分
か
っ
た
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
が
非
常

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
聞
き
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
目
の

前
で
起
こ
り
つ
つ
あ
る
、
激
し
い
変
化

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
の
変
革
も
ま
だ
ま
だ

未
決
定
の
点
も
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う

に
進
ん
で
い
く
か
注
意
が
必
要
で
す
が
、

「
ど
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
も
こ
の
園

が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
世
の
中
に
絶

対
必
要
と
認
め
ら
れ
る
施
設
に
な
る
こ

と
で
す
」
と
締
め
く
く
ら
れ
た
の
が
耳

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
３
月
ご
ろ
に
は
新
し
い
建
物

が
で
き
ま
す
。
そ
の
時
、
今
と
同
じ
内

容
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
一

年
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
実
践
を
踏
ま

え
て
医
療
・
看
護
・
リ
ハ
・
保
育
・
事

務
管
理
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、
丁
度

よ
い
機
会
で
す
の
で
、
一
年
か
け
て
よ

り
一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
が
世
の
中
に
絶
対
必

要
と
認
め
ら
れ
、
生
き
残
る
唯
一
の
道

だ
と
思
い
ま
す
。
建
物
は
で
き
た
け
れ

ど
、
中
が
一
つ
も
変
っ
て
い
な
い
の
で

は
、
こ
の
時
代
の
改
革
に
つ
い
て
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
工
事
が
始
ま
っ
て
駐
車
場
が
な
く
な

り
、
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配
し
ま
し

た
が
、
多
く
の
職
員
の
皆
様
が
職
域
を

越
え
て
、
玄
関
で
子
ど
も
た
ち
を
出
迎

え
、
預
か
っ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、

当
然
出
る
と
思
っ
て
い
た
不
便
に
対
す

る
不
平
よ
り
も
、
寒
い
の
に
有
難
う
と

言
っ
て
く
だ
さ
る
親
御
さ
ん
が
多
か
っ

た
こ
と
を
お
聞
き
し
て
、
本
当
に
有
難

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
親
御
さ
ん

に
も
職
員
の
皆
様
に
も
お
礼
を
申
し
上

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
職
員
の
皆
様
に

と
っ
て
も
昨
年
は
大
変
な
一
年
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
仕
事
の
上
で
の
困
惑
と

生
活
の
上
で
の
困
難
と
が
重
な
り
合
っ

て
、
非
常
に
戸
惑
わ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
下
で
、
よ
く
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
何
と
か
切
り

抜
け
て
来
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か

し
冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
こ
の
大
変
革
が
な
ぜ
こ
の
時
期
に

と
、
疑
問
も
多
々
お
あ
り
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
皆
様
に
と
っ
て
も
患
者
様

に
と
っ
て
も
、
避
け
て
通
れ
な
い
道
だ

と
分
か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

17
年
４
月
か
ら
当
園
に
お
越
し
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
児
玉
和
夫
先
生

に
、
年
末
の
研
修
会
で
三
位
一
体
の
財

政
改
革
と
か
、
今
後
の
障
害
保
健
福
祉

政
策
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
案
等
に
つ

い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
多
岐
に
亘
り

ゆうなぎ園

●６月26日　お楽しみ会

看 護 部《病棟》

新緑の６月。ちょっぴり遠足の気分で
中庭に出て、お弁当を食べたり、チー
ムにわかれて玉入れなどのゲームをし
て楽しみました。

あさしお園

〈
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
〉

▼
大
阪
府
立
看
護
大
学

　
　
　
４
月
13
日
〜
５
月
28
日　
１
名

▼
帝
京
大
学
福
岡
医
療
技
術
専
門
学
校

　
　
　
５
月
10
日
〜
７
月
17
日　
１
名

▼
行
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

　
　
　
５
月
31
日
〜
７
月
21
日　
２
名

▼
河
崎
医
療
福
祉
専
門
学
校

　
　
　
６
月
７
日
〜
７
月
30
日　
１
名

▼
吉
備
国
際
大
学
保
健
科
学
部

31

▼
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

近
畿
中
央
胸
部
疾
患
セ
ン
タ
ー
附
属

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

　
　
　
６
月
７
日
〜
７
月
28
日　
１
名

　
　
　
８
月
16
日
〜
10
月
６
日　
１
名

▼
四
条
畷
学
園
短
期
大
学

　
　
　
６
月
９
日
〜
７
月
30
日　
１
名

▼
大
阪
医
専

　
　
　
８
月
23
日
〜
８
月
25
日　
３
名

▼
畿
央
大
学

　
　
　
８
月
23
日
〜
８
月
27
日　
１
名

▼
大
阪
医
療
福
祉
専
門
学
校

30

31

▼
京
都
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部

　
　
　
８
月
30
日
〜
10
月
20
日　
２
名

▼
大
阪
府
立
看
護
大
学

　
　
　
８
月
30
日
〜
10
月
20
日　
１
名

▼
神
戸
医
療
福
祉
専
門
学
校

　
　
　
９
月
６
日
〜
24
日　
　
　
１
名

▼
四
条
畷
学
園
短
期
大
学

　
　
　
９
月
６
日
〜
10
日
・

12
月
13
日
〜
17
日　
　
　
３
名

▼
関
西
医
療
技
術
専
門
学
校

　
　
　
９
月
13
日
〜
15
日　
　
　
１
名

▼
広
島
県
立
保
健
福
祉
大
学

　
　
　
９
月
27
日
〜
10
月
22
日　
１
名

▼
大
阪
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

　
　
　
９
月
27
日
〜
11
月
６
日　
１
名

▼
神
戸
総
合
医
療
介
護
福
祉
専
門
学
校

10
月
18
日
〜
12
月
11
日　
１
名

▼
大
阪
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

10
月
26
・
27

・28
日　
各
１
名

▼
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

近
畿
中
央
胸
部
疾
患
セ
ン
タ
ー
附
属

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院　
１
名

実
習
生
、
研
修
生
の
受
入
状
況

　
　
　
　
平
成
16

年
１
月
〜
12
月

〈
診
療
部
〉

▼
大
阪
産
業
大
学
附
属
歯
科
衛
生
士
学

院
専
門
学
校　
歯
科
衛
生
科

実
習（
２
年
生
対
象
）

５
月
10

日
〜
５
月
27

日　
３
名

　
　
　
６
月
７
日
〜
６
月
23

日　
３
名

▼
学
校
法
人　
行
岡
保
健
衛
生
学
園

行
岡
医
学
技
術
専
門
学
校

歯
科
衛
生
科

　
　
見
学
実
習（
１
年
生
対
象
）

　
　
　
１
月
26

・27日
　
　
　
２
月
２・16

・23・25・26日　
　
　
３
月
15
〜
19

日

各
日
程
３
〜
４
名

▼
学
校
法
人　
行
岡
保
健
衛
生
学
園

行
岡
医
学
技
術
専
門
学
校

歯
科
衛
生
科

　
　
実
習（
２
年
生
対
象
）

　
　
　
９
日
１
日
〜
９
日
29

日　
３
名10

日
１
日
〜
10

月29
日　
３
名

11
日
１
日
〜
11
月
30

日　
３
名

〈
看
護
部
〉

▼
大
阪
労
災
看
護
専
門
学
校

　
　
　
２
月
25
日

14
名

　
　
　
２
月
26
日

14
名

施
設
見
学
の
み
な
さ
ん

　
　
　
　
平
成
16
年
１
月
〜
12
月

ゆ
う
な
ぎ
園

あ
さ
し
お
園

ゆ
う
な
ぎ
園

あ
さ
し
お
園
・
ゆ
う
な
ぎ
園

通 園 部

　
平
成
16
年
５
月
１
日
付
で

左
記
の
方
々
が
永
年
勤
続
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
者
】

《
勤
続
20
年
》

・
西
野
紀
子 (

リ
ハ
部
）

 (

・
岸
本
品
江 (

通
園
部
）

・
海
瀬
一
典 (

あ
さ
し
お
園
）

・
寺
村
泰
子 (

あ
さ
し
お
園
）

《
勤
続
10
年
》

・
須
貝
京
子 (

リ
ハ
部
）

・
片
平
美
和 (

リ
ハ
部
）

●
３
月
17
日　
卒
園
式

●
４
月
１
日　
説
明
会

入
園
式

●
５
月
13
日　
春
の
遠
足

●
８
月
７
日　
夏
祭
り（
親
の
会
）

●
９
月
９
日　
秋
の
遠
足

●
９
月
23
日　
父
親
参
観

● 

10
月
３
日　
運
動
会（
南
田
辺
小
）

● 

10
月
21
日　
５
歳
児
園
外
保
育（
海
遊
館
）

● 

10
月
28
日　
や
き
い
も
大
会

● 

11
月
28
日　
お
楽
し
み
会

ぶどう狩りに行きました。
お花もたくさん、さいていました。

本　園 あさしお園・ゆうなぎ園
１．春の休日：５月１日㈰～５月５日㈭
※５月２日㈪は４月29日(金・みどりの日)
を振替える
※５月１日㈯は園の創立記念日

２．夏の休日：一斉休園せず、
７月～９月の間に取得する。 

※病棟は５日、その他の部署は５.５日を
通常業務に支障のないよう、各部署で
調整のうえ、取得してください。

１．春の休日：暦どおりとする
２．夏の休日：８月14日㈰～８月21日㈰
３．年末年始の休日：12月29日㈭～１月３日㈬
４．その他の休日：暦どおりとする

３．年末年始の休日：12月29日㈭～１月３日㈬
４．その他の休日：次表により振替え、他は暦
　　どおりとする

　　　   《振替出勤日》 《振替休日》

●
３
月
22
日　
卒
園
式・お
別
れ
会

●
４
月
１
日　
入
園
児
説
明
会

●
４
月
２
日　
入
園
式・進
級
式

●
５
月
22
日　
春
の
遠
足（
八
幡
屋
公
園
）

●
７
月
４
日　
日
曜
参
観

●
８
月
６
日　
あ
さ
し
お
こ
ど
も
ま
つ
り

●
９
月
２
日　
ア
ミ
ティ
舞
洲

　
（
プ
ー
ル　
年
少
組
）

●
９
月
30
日　
秋
の
遠
足（
王
子
動
物
園
）

●
10
月
17
日　
運
動
会（
田
中
小
学
校
）

●
10
月
27
日　
お
別
れ
遠
足（
５
歳
児
）

●
11
月
27
日　
生
活
発
表
会

●
１
月
９
日　
た
こ
あ
げ
大
会

●
２
月
10
日　
ゆ
き
あ
そ
び（
六
甲
山
）

●
３
月
24
日　
卒
園
式

●
４
月
３
日　
入
園
式

●
４
月
27
日　
春
の
遠
足（
大
泉
緑
地
公
園
）

●
５
月
20
日　
両
親
教
室（
耳
の
話
）

●
５
月
27
日　
港
め
ぐ
り

●
５
月
29
日　
幼
稚
園・保
育
所　
交
流
会

●
６
月
10
日　
両
親
教
室（
歯
の
話
）

●
６
月
25
日　
両
親
教
室（
福
祉
の
話
）

●
７
月
11
日　
親
子
の
つ
ど
い（
ゲ
ー
ム
大
会
）

●
７
月
11
日　
両
親
教
室（
Ｏ
Ｂ
の
体
験
談
）

●
８
月
27
日　
ディ
キ
ャ
ン
プ

（
信
太
山
青
少
年
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
）

●
10
月
14
日　
運
動
会（
八
幡
屋
公
園
）

●
10
月
24
日　
日
曜
参
観

●
11
月
５
日　
秋
の
遠
足（
ぶ
ど
う
狩
り
）

●
11
月
28
日　
生
活
発
表
会

●
12
月
22
日　
ク
リ
ス
マ
ス
会

本
園 園

児
に
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い

　
　
ご
支
援
を
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す

平
成
16
年
１
月
〜
12
月
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〈
寄
附
金
〉

▼
南
田
辺
民
生
委
員
会
▼
日
進
交
通
(株)

▼
台
北
百
齢
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
▼
東
住

吉
区
民
生
委
員
会
児
童
委
員
会
▼
吉
植
繁

司
▼
藤
井
孝
美
▼
阪
本
彩
代
子

ゆ
う
な
ぎ
園

あ
さ
し
お
園

〈
寄
附
金
〉

▼
港
遊
戯
業
組
合
▼
細
井
雅
之
▼
あ
さ

し
お
父
母
会
▼
港
社
会
福
祉
協
議
会
▼

蒲
生
鐵
男
▼
谷
口
昇
▼
民
生・児
童
連
盟

港
支
部

〈
寄
贈
品
〉

▼
大
阪
本
場
青
果
卸
売
協
同
組
合
▼
大

阪
府
玩
具・人
形
問
屋
協
同
組
合
連
合
会

▼
熊
本
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

▼
大
阪
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
中
村
紀
洋
▼

日
本
自
由
同
和
連
盟
▼
大
阪
菓
業
青
年

ク
ラ
ブ
▼
(有)
ア
ル
コ・ヴ
ェ
ン
テ
イ
ト
レ
▼

さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
▼
(株)
パ
ナ
バ
ッ
ク
▼
読

書
の
め
ぐ
み
運
動
推
進
本
部
▼
川
村
義
肢

(株)
▼
大
日
本
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
興
業
(株)
▼

新
日
本
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
(株)
大
阪
営
業
所

▼
土
本
孝
▼
(社)

日
本
食
鳥
協
会
関
西
支
部
▼
読
売
新
聞

大
阪
本
社
▼
木
下
サ
ー
カ
ス

〈
寄
附
金
〉

▼
港
遊
戯
業
組
合
▼
港
社
会
福
祉
協
議

会
▼
民
生・児
童
連
盟
港
支
部

〈
寄
贈
品
〉

▼
大
阪
本
場
青
果
卸
売
協
同
組
合
▼
大

阪
府
玩
具・人
形
問
屋
協
同
組
合
連
合
会

▼
熊
本
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

▼
大
阪
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
中
村
紀
洋
▼

新
日
本
プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
(株)
大
阪
営
業
所

▼
(社)
電
池
工
業
会
▼
大
阪
菓
業
青
年
ク
ラ

ブ
▼
読
書
の
め
ぐ
み
運
動
推
進
本
部
▼
読

売
新
聞
大
阪
本
社
▼
木
下
サ
ー
カ
ス

〈
寄
贈
品
〉

▼
読
売
新
聞
大
阪
本
社
文
化
事
業
部
▼

大
阪
Ｉ
ゾ
ン
タ
ク
ラ
ブ
▼
大
阪
府
玩
具・

人
形
問
屋
協
同
組
合
連
合
会
▼
日
本
自

由
同
和
連
盟
▼
大
阪
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ

中
村
紀
洋
▼
熊
本
県
経
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
▼
大
阪
菓
業
青
年
ク
ラ
ブ
▼

読
書
の
め
ぐ
み
運
動
推
進
本
部
▼
日
本

出
版
販
売
㈱
書
籍
部
児
童
係
▼
川
村
義

肢
(株)
▼
吉
植
繁
司
▼
中
道
正
博
▼
古
谷

義
信
▼
南
光
仁
子

あ
さ
し
お
園
・
ゆ
う
な
ぎ
園

★
第
１
回

　
　
11
月
11
日
午
前
10
時
00
分
よ
り

〈
訓
練
内
容
〉

☆
通
報
訓
練
、避
難
訓
練
、非
難
時
の

注
意
事
項
の
再
確
認
と
照
明
消
防
車

の
展
示
と
実
演（
参
加
人
数
79
人
）

本
園

▼
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

近
畿
中
央
胸
部
疾
患
セ
ン
タ
ー
附
属

　
　
　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

　
　
　
１
月
26
日
〜
２
月
12
日　
１
名

　
　
　
７
月
８
日
〜
７
月
９
日　
１
名

▼
大
阪
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

10
月
25
日

２
名

10
月
26
日

２
名

▼
常
磐
会
短
期
大
学

　
　
　
６
月
７
日
〜
６
月
19
日　
２
名

　
　
　
９
月
６
日
〜
９
月
18
日　
２
名

11
月
８
日
〜
11
月
20
日　
２
名

▼
四
条
畷
学
園
短
期
大
学

　
　
　
２
月
10
日
〜
13
日　
　
　
２
名

　
　
　
３
月
１
日
〜
３
日　
　
　
２
名

▼
大
阪
信
愛
女
子
短
期
大
学

　
　
　
８
月
16
日
〜
８
月
28
日　
２
名

11
月
22
日
〜
12
月
４
日　
２
名
▼

清
恵
会
第
二
医
療
専
門
学
院

　
　
　
８
月
30
日
〜
10
月
20
日　
１
名

▼
南
海
福
祉
専
門
学
校

　
　
　
８
月
23
日
〜
９
月
３
日　
１
名

▼
大
阪
芸
術
大
学
短
期
大
学
部

　
　
　
９
月
21
日
〜
10
月
２
日　
１
名

▼
大
阪
教
育
福
祉
専
門
学
校

10
月
25
日
〜
11
月
６
日　
１
名

▼
京
都
府
立
大
学
福
祉
社
会
学
部

　
　
　
７
月
20
日
〜
８
月
２
日　
１
名

▼
大
阪
保
健
福
祉
専
門
学
校

　
　
　
７
月
６
日
〜
７
月
20
日　
１
名

▼
河
崎
医
療
福
祉
技
術
専
門
学
校

　
　
　
５
月
31
日
〜
７
月
21
日　
１
名

▼
大
阪
教
育
福
祉
専
門
学
校

10
月
25
日
〜
11
月
６
日　
１
名

▼
大
阪
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校

　
　
　
６
月
21
日
〜
７
月
２
日　
１
名

▼
大
阪
総
合
福
祉
専
門
学
校

12
月
６
日
〜
12
月
16
日　
１
名

▼
神
戸
総
合
医
療
福
祉
専
門
学
校

　
　
　
２
月
17
日
〜
２
月
28
日　
１
名

▼
関
西
学
研
医
療
福
祉
学
院

10
月
26
日
〜
11
月
19
日　
１
名

▼
大
阪
医
専

９
月
15
日
〜
10
月
15
日　
１
名

▼
大
阪
府
立
大
学

　
　
　
７
月
23
日
〜
７
月
29
日　
１
名

▼
梅
花
女
子
大
学

　
　
　
６
月
26
日
〜
７
月
13
日　
１
名

▼
大
阪
総
合
福
祉
専
門
学
校

11
月
22
日
〜
12
月
３
日　
１
名

▼
大
阪
大
学
医
学
系
研
究
科
　
８
名

▼
大
阪
市
立
深
江
小
学
校

15
名

▼
大
阪
市
立
三
先
幼
稚
園

１
名

▼
泉
佐
野
市
立
末
広
小
学
校　
　
２
名

▼
大
阪
ろ
う
あ
会
館
手
話
サ
ー
ク
ル
31
名

▼
泉
北
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
教
室

14
名

▼
寝
屋
川
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
教
室　
18
名

▼
豊
中
市
立
庄
内
小
学
校　
　
　
２
名

▼
関
西
福
祉
科
学
大

２
名

▼
群
馬
大
学

８
名

▼
大
阪
医
療
専
門
学
校

31
名

＊
屋
上
防
水
工
事

＊
玄
関
周
り
カ
ー
ポ
ー
ト
新
設

葦（あし）

園
内
研
修
会

＊
北
病
棟
病
室
カ
ー
テ
ン
取
付
工
事

＊
吸
収
冷
温
水
機
修
理

＊
北
病
棟
引
戸
取
付
工
事

▼
花
の
木
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
理
学
療
法
士

１
名

▼
広
島
県
立
身
体
障
害
者

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

肢
体
姿
態
不
自
由
児
施
設
若
草
園

　
　
　
作
業
療
法
士

１
名

▼
京
都
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
作
業
療
法
士

１
名

▼
子
ど
も
デ
イ
ケ
ア
い
ず
み

　
　
　
言
語
聴
覚
士

１
名

西
宮
市
立
わ
か
ば
園

　
　
　
言
語
聴
覚
士

１
名

〈
通
園
部
〉

▼
大
阪
歯
科
大
学

　
　
　
６
月
28
日
〜
７
月
２
日　
２
名

▼
白
鳳
女
子
短
期
大
学

　
　
　
８
月
13
日
〜
８
月
29
日　
２
名

▼
近
畿
大
学
豊
岡
短
期
大
学

　
　
　
９
月
１
日
〜
９
月
14
日　
１
名

▼
韓
国　
全
羅
南
道
木
浦
南

社
会
福
祉
士　
日
本
研
修
団　
15
名

⑴
接
遇
マ
ナ
ー
は
初
対
面
の
方
が
評

価
す
る
。

⑵
項
目
説
明

挨
拶
、笑
顔
、返
事
、キ
ビ
キ
ビ
、　

　
目
を
見
る
、大
き
な
声

⑶
接
遇
マ
ナ
ー
全
般

⑷
お
愛
想
６
カ
条
は
日
常
の
く
せ
、

し
ぐ
さ
で
あ
る
。

⑸
心
の
く
せ

⑹
心
構
え

以
上
の
項
目
に
つ
い
て
、講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
何
か
一つ
で
も
、実
践
に
移
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
第
42
回
園
内
研
修
会
は
、平
成
16
年
12

月
28
日（
火
）午
後
２
時
か
ら
、南
大
阪
療

育
園
理
学
療
法
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

【
第
１
部
】

「
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
」

　
　
　
講
師　
㈱
社
員
教
育
研
究
所

所
長　
若
井
喜
也
氏

【
第
２
部
】

「
重
心
施
設
と
私
た
ち
の
役
割
」

　
　
　
む
ら
さ
き
愛
育
園
施
設
長

児
玉
和
夫
氏

　
⑴
三
位
一
体
の
財
政
改
革

⑵
厚
生
労
働
省
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
の
詳
し
い
解
説
を
中
心
と
し

て
、大
変
革
に
直
面
し
て
い
る
日
本
の
障

害
児
者
福
祉
制
度
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
28
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

大
手
前
整
肢
学
園
の
当
番
で
11
月
13

日(

土) 

午
後
か
ら
淀
川
区
の
田
辺
製

薬
大
阪
工
場
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

　
第
一
試
合
は
大
阪
整
肢
と
南
大
阪
、

２
回
表
に
南
大
阪
が
１
点
先
攻
す
る

も
緊
迫
し
た
投
手
戦
。
５
回
表
に
待

望
の
１
点
を
追
加
す
る
と
、
そ
の
裏

に
大
阪
整
肢
も
反
撃
で
１
点
を
返
し

再
び
１
点
差
、
６
回
に
南
大
阪
が
１

点
を
加
点
し
、
追
い
す
が
る
大
阪
整

肢
を
３
対
１
で
振
り
切
っ
た
。

　
続
く
第
二
試
合
は
大
手
前
と
大
阪

整
肢
。
こ
の
試
合
も
緊
迫
し
た
試
合

運
び
で
５
回
ま
で
大
手
前
が
３
対
１

で
リ
ー
ド
、
最
終
回
と
な
っ
た
６
回

表
に
２
点
を
追
加
し
逃
げ
切
る
と
思

っ
た
が
、
大
阪
整
肢
が
大
逆
襲
で
５

点
を
も
ぎ
取
り
、
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。

　
第
三
試
合
、
大
手
前
・
南
大
阪
戦
。

南
大
阪
が
勝
て
ば
平
成
12
年
以
来
の

優
勝
と
な
る
。
試
合
は
３
回
ま
で
打

ち
合
い
と
な
り
大
手
前
が
10
対
７
と

リ
ー
ド
。
そ
の
後
投
手
戦
と
な
り
、

終
盤
で
両
チ
ー
ム
１
点
ず
つ
を
取
り

合
い
、
11
対
８
で
大
手
前
の
勝
利
。

さ
て
、
優
勝
の
行
方
は
？

　
３
チ
ー
ム
１
勝
１
敗
の
三
つ
巴
と

な
り
、
大
会
規
定
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大

会
と
な
っ
た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
、

３
位
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
選
手
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

《
試
合
結
果
》

　
南
大
阪　
　
３
対
１　
大
阪
整
肢

　
大
阪
整
肢　
６
対
５　
大
手
前

　
大
手
前　
　
11
対
８　
南
大
阪

《
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
結
果
》

　
優　
勝　
　
　
大
手
前
整
肢
学
園

　
準
優
勝　
　
　
大
阪
整
肢
学
院

　
第
３
位　
　
　
南
大
阪
療
育
園

運動会　年中組　ゆうぎ「ひらひらひら」
親子で楽しくおどりました

TEL 06-6699-8731
FAX 06-6699-8134

 　 ９月23日㈮秋分の日 　　  　９月20日㈫
  　11月３日㈭文化の日 　　  　10月31日㈪
  　11月23日㈬勤労感謝の日　      11月21日㈪
  　12月23日㈮天皇誕生日  12月19日㈪
 　 ３月21日㈫春分の日 ３月20日㈪

　
私
た
ち
は
、昭
和
45
年
に
肢
体
不

自
由
児
施
設「
聖
母
整
肢
園
」を
開

設
以
来
、当
時
は
ま
だ
社
会
通
念
上

認
知
さ
れ
な
か
っ
た「
施
設
収
容
か

ら
在
宅
療
育
へ
」を
基
本
理
念
と
し

て
実
践
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
開
設
当
時
、乳
幼
児
だ
っ

た
方
々
も
、い
ま
や
中
年
の
域
に
達

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
重
症
心
身
障
害
者
の
高

齢
化・重
度
化
に
よ
り
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
障
害
状
況
か
ら
、介
護

者
の
負
担
は
大
き
く
、在
宅
援
護
の

限
界
も
訴
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。大

阪
市
に
お
い
て
は
、重
症
心
身
障
害

児・者
の
入
所
施
設
は
未
整
備
で
あ

り
、開
設
が
強
く
望
ま
れ
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

（
大
阪
市
重
症
心
身
障
害
児
者
援
護

施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
よ
り
）

　
そ
こ
で
、私
た
ち
の
責
務
と
し

て
長
年
の
実
績
を
生
か
し
、大
阪

市
で
初
め
て
と
な
る
地
域
生
活

支
援
の
拠
点
機
能
を
持
つ
重
症

心
身
障
害
児
施
設
を
開
設
す
る

こ
と
を
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
施
設
は
、「
障
害
を
持

つ
人
々
が
地
域
に
お
い
て
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
総
合
的

支
援
の
提
供
」を
基
本
理
念
に
、

利
用
者
と
そ
の
ご
家
族
、地
域
の

人
々
と
共
に
歩
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。保
健・医
療・福

祉・教
育
及
び
各
種
の
社
会
資
源

と
連
携
し
、障
害
者
の
自
己
実
現

を
図
り
、ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

社
会
の
実
現
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

エントランス

あいにくの雨でしたが、
めずらしい照明車が来園しました。　

　
『
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の

　
　
子
ど
も
の
能
力
低
下
評
価
法　
　

（PEDI

）
』

辻　
　
　
薫
・
他

　
『
粗
大
運
動
能
力
尺
度　
　

　
　

（GM
FM

）
』

藪
中　
良
彦

★
ボ
バ
ー
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
27
巻
１
号

『
ア
テ
ト
ー
ゼ
型
脳
性
ま
ひ
を
も
つ

　
　
　
　
小
学
６
年
生
の
運
動
学
習
』

　
　
̶
生
活
や
人
生
を
支
え
る

治
療
に
向
け
て
̶

茂
原　
直
子

　
『
痙
直
型
両
麻
痺
児
へ
の就

学
援
助
』

　
　
̶
肢
体
不
自
由
児
施
設
と

　
　
　
地
域
通
園
施
設
と
の
連
携
̶

西
脇
美
佐
子

★
精
神
認
知
と
OT
１
巻
４
号

『
発
達
障
害
児
と
活
動
』松

本　
茂
樹

★
肢
体
不
自
由
教
育
165
巻

『
子
ど
も
の
身
体
に
視
点
を
お
い
た

補
助
具
や
自
助
具
の
意
義
と
活
用
』

須
貝　
京
子

★
環
境
と
理
学
療
法

『
脳
性
麻
痺
に
対
す
る環

境
と
適
応
』

彦
田　
龍
兵

〈
通
園
部
〉

★
平
成
16
年
２
月
７
日

第
13
回
近
畿
肢
体
不
自
由
児
施
設
連
盟

療
育
研
究
大
会

『
ア
レ
ル
ギ
ー
児
に
楽
し
い
食
事
を

提
供
す
る
た
め
に
』

杉
浦　
み
き・他

あ
さ
し
お
園

本
園

〈
診
療
部
〉

★
平
成
16
年
11
月
13

・
14
日

第
21
回
日
本
障
害
者
歯
科
学
会

(

枚
方
市)

　
『
当
園
通
園
部
の
歯
科
保
健
・

　
　
　
口
腔
機
能
に
関
す
る
調
査
』

　
　
̶
保
護
者
へ
の
問
診
表
か
ら
　̶

中
村
由
貴
子

　
『
当
園
歯
科
に
お
け
る

11
年
間
の
外
来
患
者
の
動
向
』

米
花
佳
代
子

〈
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
〉

★
平
成
16
年
５
月
28
日

日
本
理
学
療
法
学
術
大
会
（
仙
台
市
）

『
痙
直
型
四
肢
麻
痺
児
：
症
例
の

　
　
入
園
中
の
粗
大
運
動
能
力
変
化
』

　
　
̶GM

FM
66

のItem
 M
ap

を

　
　
　
　
用
い
た
治
療
例
の
紹
介
̶

平
井
真
由
美

★
平
成
16
年
６
月
24
日
〜
27
日

日
本
作
業
療
法
学
会　
（
長
野
市
）

『
子
ど
も
の
く
ら
し
を
支
援
す
る

作
業
療
法
計
画
』

辻　
　
　
薫

★
平
成
16
年
７
月
19
日

ボ
バ
ー
ス
研
究
会
全
国
研
修
会

（
大
阪
市
）

　
『
ボ
バ
ー
ス
概
念
に
基
づ
く

生
活
支
援
』

　
　
̶
治
療
的
介
入
か
ら

環
境
整
備
ま
で
̶

辻　
　
　
薫

★
平
成
16
年
10
月
９
日
・
10
日

日
本
作
業
療
法
士
会
全
国
研
修
会

（
佐
賀
市
）

﹇
講
演
﹈

　
『
発
達
障
害
を
も
つ
子
ど
も
と

　
　
そ
の
家
族
に
対
す
る
作
業
療
法
の

役
割
と
成
果
』

茂
原　
直
子

﹇
講
演
﹈

　
『
重
度
重
複
障
害
を
も
つ
子
ど
も
と

　
　
　
　
家
族
に
対
す
る
作
業
療
法
』

茂
原　
直
子

★
平
成
16
年
11
月
21
日

大
阪
府
作
業
療
法
学
会

﹇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹈

　
『
21
世
紀
を
担
う

セ
ラ
ピ
ス
ト
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

茂
原　
直
子

★
平
成
16
年
11
月
27
日

近
畿
肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設

　
　
　
連
絡
協
議
会　
保
育
部
研
修
会

　
『
重
度
重
複
障
害
児
早
期
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
』

茂
原　
直
子

【
学
術
論
文
】

★
作
業
療
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
38
巻
７
号

平
成
16
年
１
月
〜
12
月

　
　
福
祉
専
門
学
校
３
名
、関
西
福
祉　

　
専
門
学
校
１
名
、大
阪
リ
ゾ
ー
ト　
　

＆
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
１
名
、そ　
　
の

他
５
名
、延
べ
25
名
》

▼
保
育
行
事
参
加

◎
お
誕
生
日
会　
（
11
月
25
日
）

＊
人
形
劇『
ぞ
う
く
ん
の
サ
ン
ポ
』

《
田
中
小
学
校
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル

『
プ
ー
』》

◎
ア
ル
パ
演
奏
（
12
月
16
日
）

◎
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
12
月
25
日
）

《
Ｕ
Ｓ
Ｊ
よ
り
サ
ン
タ
他
６
名
》

ゆ
う
な
ぎ
園

▼
ゲ
ー
ム
大
会（
７
月
11
日
）

　
《
大
阪
府
立
大
２
名
、竜
谷
大
３
名

　
　
大
阪
教
育
福
祉
専
門
学
校
２
名
、　

　
計
７
名
》

▼
ディ
キ
ャ
ン
プ（
８
月
27
日
）

　
《
関
西
学
研
医
療
福
祉
学
院
８
名
》

▼
生
活
発
表
会
（
11
月
28
日
）

　
《
関
西
学
研
医
療
福
祉
学
院
６
名
、

　
　
Ｏ
Ｂ
１
名
、計
７
名
》

▼
ク
リ
ス
マ
ス
会

（
12
月
16
日
）

　
《
Ｕ
Ｓ
Ｊ
よ
り
１
名
》

★
平
成
16
年
11
月
23
日

第
24
回
近
畿
作
業
療
法
学
会

　
（
和
歌
山
市
）

　
『
視
知
覚
の
難
し
さ
を
持
つ

　
　
　
脳
性
麻
痺
児
に
対
す
る
援
助
』　

　
̶
圏
内
養
護
学
校
へ
の

Ｏ
Ｔ
介
入
の
試
み
̶

指
澤　
尋
美

受 講 風 景 

　「南大阪療育園と保護者と平野養護学校の３人４脚」 大阪市立平野養護学校長　榊原孝司

　平野養護学校南大阪療育園分教室となって、はや３年になろうとしています。
療育園に入園している児童・生徒が、手術やその後のリハビリテーションの療育を続けながら小学
部・中学部で学習に日々取り組んでいます。
　昨年５月の授業参観の折り、中学部の生徒たちの詩が教室の入り口横の壁面に掲示してありました。
作文を詩的に表現したものですが、長期入院による療養の中で、子どもたちは素直にその心を表現
していると感じました。 やはり、家のことが気になり、時々家に帰

ることの嬉しさや長期入院中の寂しさをま
ぎらす言葉が綴られていました。
留守にしている家のこと、お父さんやお母
さんのこと、兄弟・姉妹のこと、おじいちゃんやおばあちゃんのこと、そして、可愛がっていた
ペットのこと等、いろいろ書かれてありました。お父さんはおならをするので臭いとか、お母さ
んの料理が食べたいとか、弟とはよくけんかをしたとか、おばあちゃんが優しかったとか、療養
が済んで退院したら頑張るとか、ＰＴさんと一緒に頑張ったリハビリのことも‥‥。
　読んでいて少し胸にジーンとくる詩もあり、
子どもの素直な目でみた家庭や南大阪療育園で
過ごす雰囲気が感じられました。

　分教室に通うのは療養期間の一時期だけかもしれませんが、南大阪療育園で生活する子どもたちの「学校が好き」という思いを大事にした教育活動を

進めていくことが大切だと考えています。そのためにも、南大阪療育園と保護者と平野養護学校が３人４脚を組んで連携しながら、子どもたちの療養生

活を支えていきたいと思います。

9：00

：30

10：00

：30

11：00

：30

12：00

：30

13：00

：30

14：00

：30

15：00

：30

16：00

：30

17：00

4月1日（火） 4月2日（水）
入職式　☆辞令交付

☆理事長挨拶　☆園長挨拶
☆新入職員自己紹介
☆管理職紹介

肢体不自由児に対する医療

　　　　園長　　大下　舜 治　

社会福祉法人・愛徳福祉会の
療育理念

　　　理事長　　梶浦　一郎

障害児と親子関係について

　　　元 あさしお・ゆうなぎ園長
西條　正晴

社会人としての基本的なあり方と心構えについて
　　　事務局長　　井用　憲男

防火の心得

　　　東住吉消防署
　　　　消防司令　高垣　正氏

オリエンテーション
・就業規則説明
・諸手続きについて
・その他

総務課長　谷田　章

腰痛について（講義・実技）
　　　診療部長　　美延　幸保

リハ部ＰＴ　横川　恵美
ＰＴ　榎勢　道彦

休　憩 休　憩

腰痛についての実技風景

受  講  風  景

　平成16年度の新入職員研修会は４月１日から２日間開催し、前年度の中途採用者を含め
11名が受講しました。
　この研修の成果をそれぞれの部署で発揮されることを願っています。

完成予想図（南側より）

本
園 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

平
成
16
年
１
月
〜
12
月

　
毎
年
な
が
ら
、
本
園
、
あ
さ
し
お
園
、
ゆ
う
な
ぎ
園
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
に
は
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
長
年
携
わ
っ
て
頂
い
て
い
る
方
、

新
し
い
方
々
に
職
員
一
同
心
か
ら
感
謝
し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

あ
さ
し
お
園

▼
あ
さ
し
お
こ
ど
も
ま
つ
り(

８
月
８
日)

　
《
大
阪
保
健
福
祉
専
門
学
校
８
名
、　

大
阪
信
愛
女
子
短
期
大
学
３
名
、　

南
海
福
祉
専
門
学
校
１
名
、清
恵　
　
会

第
２
医
療
専
門
学
院
５
名
、大　
　
阪
千

代
田
短
期
大
学
５
名
、大
阪　
　
教
育
福

祉
専
門
学
校
３
名
、大
阪　
　
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校　
　
２
名
、大
阪
リ

ゾ
ー
ト
＆
ス
ポ
ー　
　
ツ
専
門
学
校
１
名
、

四
天
王
寺
国　
　
際
仏
教
大
学
１
名
、実

感
ボ
ラ
ン　
　
ティ
ア
１
名
、計
30
名
》

▼
運
動
会
（
10
月
17
日
）

《
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
３
名
、　

大
阪
教
育
大
学
１
名
、そ
の
他
２　
　
名
、

前
日
も
含
め
延
べ
６
名
）

▼
生
活
発
表
会

（
12
月
６
日
）

　
《
常
磐
会
短
期
大
学
２
名
、南
海
福

祉
専
門
学
校
３
名
、大
阪
芸
術
大

学
短
期
大
学
部
１
名
、前
日
も
含　
　
め

延
べ
６
名
》

▼
両
親
教
室

　
《
港
区
ボ
ラ
ン
ティ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

あ
さ
し
お
園
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、延
べ

50

名
》

▼
保
育
介
助
要
員
と
し
て

（
夏
季
期
間
中
心
に
）

　
《
国
際
仏
教
大
学
13
名
、大
阪
教
育　

　
福
祉
専
門
学
校
２
名
、大
阪
保
健

▼
病
棟
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
ティ
ア

　
　
　
　
（
７
月
20
日
〜
８
月
27
日
）

　
《
各
療
法
士・看
護
師
養
成
学
校
か　

　
ら
15
名
延
べ
83
名
》

▼
病
棟
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
ティ
ー

（
12
月
24
日
）　
《

Ａ
Ｇ
Ｓ　
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
代
表・桜　
　
寿（

ロ
ス
）デ
ラ
ク
ル
ー
ズ
さ
ん　
　
他
８
名
》

▼
鶴
ケ
丘
駅
構
内
２
ケ
所
の
バ
ギ
ー
置

場
の
整
理
、
整
頓
、
清
掃
を
月
１
回

《
南
田
辺
地
区
民
生
・
児
童
委
員
協

　
　
議
会
婦
人
部
会
の
皆
さ
ん
》

▼
病
棟
シ
ー
ツ
交
換

　
　
　
　
　
（
毎
週
火
曜
日
午
前
中
）

　
《
近
隣
の
皆
さ
ん
、東
住
吉
区
ボ
ラ
ン
テ　
　

ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ご
紹
介
の
皆
さ
ん
》

▼
通
園
部
よ
つ
ば
夏
祭
り（
８
月
７
日
）

《
大
阪
医
療
福
祉
専
門
学
校
、箕
面

学
園
福
祉
保
育
専
門
学
校
、関
西　
　
医

療
技
術
専
門
学
校
よ
り
27
名
》

▼
通
園
部
よ
つ
ば
夏
休
み
保
育
ボ
ラ
ン

ティ
ア　
　
（
８
月
２
日
〜
27
日
）　
《
関

西
医
療
技
術
専
門
学
校
、大
阪　
　
教
育

福
祉
専
門
学
校
、羽
衣
短
大　
　
か
ら
８

名
延
べ
73
名
》

▼
運
動
会
６
名・餅
つ
き
大
会
５
名・　
ク

リ
ス
マ
ス
会
９
名

《
各
療
法
士・看
護
師
養
成
校
よ
り
》

▼
通
園
部
ふ
た
ば
保
育
ボ
ラ
ン
ティ
ア

《
大
阪
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門
学　
　
校

よ
り
生
田
さ
ん
》

　
12
月
18
日
に（
仮
称
）新
南
大
阪
療
育
園

増
改
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
、聖
ビ
ン
セ

ン
シ
オ・ア・パ
ウ
ロ
の
愛
徳
姉
妹
会
聖
堂
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
朝
10
時
30
分
か
ら
地
域
の
来
賓
５

名
、設
計・施
工
側
９
名
、施
主
側
梶
浦
理
事

長
他
11
名
の
総
勢
26
名
が
参
列
、次
第
に
則

り
聖
歌「
門
よ
扉
を
開
け
」で
開
式
、途
中
か

ら
場
所
を
中
庭
へ
移
動
し
、「土
地
の
祝
福
」、

「
終
り
の
祈
り
」で
閉
式
し
ま
し
た
。こ
の
工

事
が
無
事
に
完
了
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

開式
祈りへの招き　「門よ扉を開け」
聖書朗読　　　  ルカによる福音
答唱詩篇　　　「主とともに」
共同祈願
主の祈り
～　建設予定地へ移動　～
土地の祝福　　「神よあなたのいぶきを」
終りの祈り　　「主よあなたの愛は」
閉式

　日母おぎゃー献金基金は、心と身体に障害を
もつ子どもたちに手を差し伸べる思いやりの運
動として、昭和39年に発足しました。
　平成16年度で40回目の贈呈が行われ、今回、
南大阪療育園がその贈呈を受けることができま
した。基金に献金をされた全国の皆様方に感謝
いたします。

〔贈呈物品〕
　　小児・学童・成人用ベッド　２８台
　　パーテーション ５台
　　オーバーテーブル ４台
　　ナーシングワゴン ２台

　
こ
の
度
、台
北
百
齢
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ（
会
長
趙
一
偉
氏
）よ
り
３
年
続

　
５
月
20
日
に
来
園
さ
れ
、贈
呈
式
が

行
わ
れ
、趙
会
長
か
ら
梶
浦
理
事
長
へ

目
録
が
贈
呈
さ
れ
、梶
浦
理
事
長
か
ら

趙
会
長
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、ト
イ
レ・シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ

ア
ー
１
台
と
ヒ
ュ
ー
マ
セ
ッ
ト
座
卓
２

台
が
贈
呈
さ
れ
、病
棟
と
通
園
で
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、台
北
百
齢
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
と
姉
妹
関
係
に
あ
り
、ご
尽
力
を
い

た
だ
い
た
大
阪
大
手
前
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ（
会
長
田
村
和
之
氏
）に
も
、梶

し
た
。

★
平
成
16
年
６
月
24
日
〜
27
日

第
38
回
日
本
作
業
療
法
学
会（
長
野
市
）

　
『
子
供
の
発
達
と
生
活
に
馴
染
む

モ
ノ
と
ハ
ー
ト
作
り
』

　
　
̶
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の活動

報
告
̶

森
田　
傑

★ボバース講習会
１月13日～３月５日
〈講師〉大下  舜治、西脇美佐子

彦田  龍兵、茂原  直子
辻　  　薫、西野  紀子
海　  一典

★脳性麻痺児療育多職種講習会
10月30日・31日、11月７日、12月５日
〈講師〉彦田  龍兵、茂原  直子

板谷  昭恵、海　  一典
西野  紀子、　田  浩子
黒澤  淳二

★日本理学療法士協会長期講習会
『脳性麻痺児の評価と理学療法の実際』
　１１月８日～１３日
　〈講師〉西脇美佐子、彦田  龍兵

板谷  昭恵、西野  紀子
鶴田ゆかり

★並行通園保育所保育士研修会
６月５日
　『障害を持つ子どもの理解のために』
　11月13日
　『障害を持つ子どもの療育について』
　〈講師〉辻　 　薫、西野  紀子

橋本留美子、ふ  た  ば
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園

　
昨
年
４
月
に
苦
情
申
出
窓
口
、苦
情

解
決
第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
、苦
情

内
容
の
把
握
と
そ
の
解
決
に
努
め
て
い

ま
す
。

な
お
、４
月
か
ら
12
月
ま
で
に
１
件
の

苦
情
申
出
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
苦
情
内
容
〉

障
害
児
が
プ
ー
ル
へ
入
水
す
る
時
の

　
排
尿・排
便
に
つ
い
て
の
苦
情
。

〈
解
決
策
〉

・か
か
り
つ
け
医
の
指
示
に
従
う
。

・職
員
が
一
貫
性
を
も
っ
た
対
応
を
す

　
る
。

●８月４日　スイカわり

夏といえば「スイカ !! 」ということで、
８月の照りつける太陽のもと、４～５
人で１玉の大きなスイカを、目かくし
しながら、わっていきました。

七夕の日。願いごとを書いた短冊を笹
にかざりつけしました。
そして、おりひめとひこぼしの紙芝居
を見て、すてきな夜をすごしました。

●７月７日　「七夕」
11月、今回はちょっぴり運動会気分で。
晴れたり、くもったりの忙しいお空の
もと、お弁当を食べて、かりもの競争
をして楽しみました。

● 11月３日　お楽しみ会

ミッキーマウスとミニーマウス、そしてディズニー
　親善大使のお姉さんが遊びに来ました。かわいいダンス
を見たり、一緒に記念撮影をして楽しい時間をすごしました。

　　　ウッディーウッドペッカーとウィニーウッドペッカー、
　　そしてＵＳＪのお兄さんとお姉さんが遊びに来ました。
　ジャグリングを見たり、一緒に
ダンスをおどりました。

げ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
悪
い
時

ほ
ど
皆
様
の
誠
意
を
見
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
の
信
頼
を
得
る

こ
と
が
、
す
な
わ
ち
「
災
い
転
じ
て
福

と
な
す
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
多
く
の
親
御
さ
ん
た
ち
か
ら
、

新
し
い
施
設
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と

い
う
声
を
聞
き
、
こ
ち
ら
が
励
ま
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
工
事
が
進
む
に
つ
れ
て
、

北
病
棟
に
は
大
き
な
影
響
が
出
る
で
し

ょ
う
し
、
い
ろ
い
ろ
な
不
測
の
事
態
が

起
こ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
、

皆
様
が
心
を
合
わ
せ
て
な
ん
と
か
解
決

し
て
い
く
よ
う
に
し
、
そ
し
て
親
御
さ

ん
た
ち
と
の
「
絆
」
を
深
く
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
今
年
こ

そ
、
本
当
に
正
念
場
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
困
難
が
生
じ

て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
一
年
皆

様
の
協
力
に
よ
っ
て
乗
り
切
り
、
新
し

い
建
物
で
、
新
し
い
考
え
方
で
、
新
し

い
内
容
で
、
今
ま
で
に
な
い
ユ
ニ
ー
ク

な
重
症
心
身
障
害
児
施
設
お
よ
び
肢
体

不
自
由
児
施
設
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

児
玉
先
生
が
１
回
目
の
講
演
の
時
に
、

将
来
肢
体
不
自
由
児
施
設
が
な
く
な
る

と
い
わ
れ
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ

た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
と
こ
ろ
で
も
重
心
と

肢
体
不
自
由
の
呼
称
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
、
肢
体
不
自
由
と
知
的
障
害
の
壁

も
な
く
な
る
、
つ
ま
り
「
障
害
児
」
で

一
本
に
な
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
含
め
て
、
私
は

肢
体
不
自
由
児
施
設
を
違
う
形
に
変
え

て
し
ま
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ

不
確
定
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
は

っ
き
り
と
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

今
ま
で
通
り
の
こ
と
を
し
て
い
た
の
で

は
、
世
の
中
の
動
き
に
取
り
残
さ
れ
て

い
き
ま
す
。
物
事
を
前
向
き
に
考
え
て

い
き
、
園
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
ま
し
て
、
私
の
決
意

を
お
聞
き
い
た
だ
き
、
そ
し
て
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、
一
緒
に
頑
張

っ
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

安
全
祈
願
祭

安
全
祈
願
祭



 


